
サカイオーベックス株式会社
海藻などの海洋資源を利⽤した⾥海染め体験、連携体制づくり

保全と活⽤の好循環形成に向けた将来ビジョン

R5年度モデル事業における取組内容および成果

地域内連携体制の構築
• 地域内連携体制の構築に向け、
越前海岸盛り上げ隊等との意⾒
交換を実施

⾥海染め商品の開発
• 様々な主体と意⾒交換をして検
討した上で、コースターもしくは体験
キットとしての⾥海染め商品を開発

⾥海染め体験イベントの開発
• ⼦供向けの体験イベント等を10回
程度開催し、イベント運営⽅法に
ついて試⾏錯誤を重ねた

藻場造成も⾒据えたクロメ養殖試験

• 事業期間中に収穫には⾄らないが、
クロメの養殖試験として、クロメの苗
を製作し、養殖試験を実施。

【成果】
今後⾥海染めの体験イベントやクロメ
養殖に関与する可能性のある⼈と関
係構築することができた。

地域の概要及び課題
【資源】
• アワビやサザエなどの磯根の漁業資源が豊富
• 周辺海域で漁獲される越前ガニと、これを提供する飲⾷
店・宿泊施設及び関連する観光事業者が存在

• 四季折々の表情を⾒せる海と、海に沈む⼣⽇
【課題】
• 漁業従事者や「海の使い⽅」を理解している住⺠の減少
• 漁業資源の豊富な海の開放への抵抗感や、藻場の必要
性の認識不⾜から、資源の活⽤や漁業者との協働に障壁

【成果】
デザイン⾯の⼯夫や染⾊堅牢度試験
などにより、製品化に資する商品開発
ができた。

【成果】
イベントの流れや⽤いる器具などにつ
いても改善を重ね、より効率的な運
営が可能になった。

【成果】
事業期間内は順調に伸⻑し、今後
の増殖についても取り組める可能性が
⽰唆された。
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今後の課題および
取組⽅針

• ⾥海染めについて、他の⾥海にまつわる染料の検証やオペレーションに関わる⼈材の育成を⾏い、地域の体験コンテンツとしてさらなる
活⽤を図る。

• クロメ養殖や、藻場造成に関わる地域やキーパーソンを増やし、地域の⾥海環境の保全を⾏っていく必要がある。
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